
中
世
日
本
語
辞
書
『
撮
壤
集
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

萩
原
義
雄
（
駒
澤
大
学
名
誉
教
授
）
、
高
田
智
和
（
国
立
国
語
研
究
所
） 

一
、『
撮
壤
集
』
研
究
の
回
顧
と
展
望 

 

亀
田
次
郎
は
、『
国
語
学
書
目
解
題
』
の
「
撮
壌
集 

三
巻
」
項
目
に
、 

 
 

享
徳
の
頃
飯
尾
永
祥
の
作
れ
る
も
の
で
、
分
類
體
の
辭
書
で
あ
る
。
本
質
的
價
値
は
餘
り
高
い
と
云
へ

ぬ
が
、
製
作
年
代
の
比
較
的
古
い
點
で
注
意
さ
れ
る
。
室
町
時
代
國
語
研
究
の
資
料
と
し
て
又
そ
の
語

彙
は
一
般
國
史
、
風
俗
史
、
宗
教
史
方
面
に
貴
重
な
資
料
を
提
供
す
る
も
の
と
思
は
れ
る
。 

と
し
、
時
代
を
「
享
徳
の
頃
【
注
１
】
」
と
し
、
編
者
を
「
飯
尾
永
祥
【
注
２
】
」
と
記
載
し
て
本
書
『
撮
壤

集
』
が
「
分
類
體
の
辭
書
」
と
明
記
す
る
。
続
け
て
、「
本
質
的
價
値
は
餘
り
高
い
と
云
へ
ぬ
が
、
製
作
年

代
の
比
較
的
古
い
點
で
注
意
さ
れ
る
」
と
し
て
い
て
亀
田
氏
が
今
回
公
開
す
る
『
撮
壤
集
』
の
最
善
本
の
資

料
を
目
の
辺
り
に
し
て
い
た
か
は
聊
か
疑
問
と
す
る
し
か
他
な
ら
な
い
。
そ
の
事
由
と
し
て
は
、
江
戸
時
代

に
転
写
さ
れ
た
数
多
く
の
『
撮
壤
集
』
が
現
存
し
、
各
々
個
別
な
転
写
本
に
順
っ
て
本
書
を
読
み
解
い
て
い

る
こ
と
に
尽
き
る
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、『
撮
壤
集
』
の
最
善
本
を
紹
介
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
今
般

の
実
行
作
業
と
し
て
の
手
続
き
と
な
っ
て
い
る
。 

【
注
１
】
今
回
紹
介
す
る
『
撮
壤
集
』
室
町
中
期
写
本
（
上
中
下
三
巻
合
一
冊
）
の
序
文
末
尾
に
は
、「
享

キ
ヤ
ウ

徳
甲
戌

三

年

十
有
一
日 月

己
未
書

─

ス
二

于
桃
花
坊
蘭 ラ

ン

齋 サ
イ

ニ
一

」
と
云
う
識
語
を
有
し
、
本
書
が
西
暦
一
四
五
四
年
一

月
に
成
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。 

ま
た
、
転
写
諸
本
の
一
つ
、
群
書
類
従
本
〔
静
嘉
堂
文
庫
蔵
（←

秋
葉
氏
蔵
書
印←

萩
原
義
之
旧
蔵
印
）

写
本
〕
奥
書
き
に
は
、 

 
  

 

撮
壤
集
三
巻
は
慶
應
元
年
如
月
、
塙
氏
の
蔵
本
を
か
り 

 
 

 

得
て
写
し
た
る
に
誤
字
落
字
の
不
利
、
心
あ
し
く
覚
た
る
に(

を) 

 
 

 

は
か
ら
す
一
本
を
得
て
あ
は
せ
見
る
に
、
塙
氏
の
本
よ
り
は 

 
 

 

こ
よ
な
う
ま
さ
り
、
こ
れ
は
朱
砂
を
も
つ
て
と
ひ
つ
た
ゝ
し
、
こ
れ
の 

 
  

 

本
も
あ
か
ら
さ
ま
に
あ
や
ま
れ
る
と
見
ゆ
れ
と
、
わ
た
く
し
に
な
ほ
す 

 
 

 

へ
き
に
あ
ら
ね
は
、
そ
の
ま
ゝ
に
う
つ
し
ぬ
、
後
日
よ
き
本
を 

 
 

 

得
て
、
な
ほ
校
合
す
へ
き
わ
さ
に
な
ん
、
慶
應
三
（186

7

）
年
六
月
十
九
日  

秋
葉
義
之
［
花
押
］ 



と
あ
っ
て
、
塙
保
己
一
の
師
萩
原
義
之
（
宗
固(

ソ
ウ
コ)

む
ね
か
た
）
が
蔵
書
で
あ
っ
た
写
本
も
本
書
系

統
の
証
し
と
な
っ
て
い
る
。
茲
に
も
「
享

キ
ヤ
ウ

徳
甲
戌
十
有
一
月
巳
未
書
シ
テ

二･
･･

」
と
あ
る
。
亀
田
が
精
確

な
年
数
で
記
載
し
な
か
っ
た
意
図
は
外
に
も
あ
っ
た
や
も
し
れ
な
い
と
い
う
見
解
に
落
ち
着
く
べ
き
か
。

と
は
い
え
、
諸
書
転
写
本
の
な
か
で
も
此
の
本
文
語
彙
を
比
較
し
て
み
て
、
よ
り
精
度
の
高
い
転
写
資
料

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
二
次
的
に
校
合
研
究
す
る
う
え
で
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
は
『
撮
壤
集
』

対
校
研
究
に
於
い
て
当
に
必
読
の
一
本
と
な
ろ
う
。 

【
注
２
】
飯
尾
永
祥
は
、
室
町
幕
府
の
奉
行
で
肥
前
守
飯
尾
為
種
、
桃
花
坊
蘭 ラ

ン

雪
齋 サ

イ

に
よ
る
序
文
中
に
、

「
飯
尾
氏
の
族
、
善
永
祥
」
と
録
し
て
い
て
、
阿
波
国
三
善
姓
飯
尾
一
族
で
「
麻
殖

を

え

郡
呉
島

く
れ
し
ま

鄕
麻
殖
塚
、

飯
尾

イ

ノ

ヲ

（
西
尾
村
）」『
倭
名
類
聚
抄
』
外
編
（
地
理
志
料
巻
五
十
五
）
の
地
よ
り
幕
府
評
定
衆
に
列
し
、
将

軍
家
右
筆
職
、
神
宮
開
闔
、
八
幡
奉
行
、
関
東
奉
行
、
北
野
社
奉
行
、
政
所
の
執
事
代
・
南
都
興
福
寺
奉

行
な
ど
の
職
に
奉
じ
た
後
出
家
し
、
本
書
を
編
纂
し
た
。
長
禄
二
年
五
月
廿
日
他
界
。
永
祥
は
法
名
で
、

『
撮
壤
集
』
編
纂
に
つ
い
て
の
記
録
資
料
は
他
に
な
い
。
だ
が
、
文
化
人
と
し
て
も
『
和
名
類
聚
抄
』

（
十
巻
本
系
古
写
本
）
を
所
蔵
し
て
い
て
、
そ
の
編
纂
を
な
し
得
て
居
た
こ
と
は
実
に
興
味
深
い
。
息
子

為
数
と
之
種
、
孫
に
為
信
が
い
る
。
ま
た
、
法
名
常
蓮
、
永
承
（
彦
六
左
衛
門
常
房
）
が
続
く
。『
撮
壤

集
』
編
纂
は
嘉
吉
の
乱
（
一
四
四
一
年
）
か
ら
応
仁
の
乱
（
一
四
六
九
年
）
の
間
の
一
四
五
四
年
（
享
徳

甲
戌
）
に
成
り
、
そ
の
あ
と
も
一
四
五
八
年
（
長
禄
二
年
五
月
廿
日
他
界
）
ま
で
原
書
に
自
ら
が
補
筆
し

て
い
た
と
見
て
い
る
。 

  

今
回
、
紹
介
す
る
『
撮
壤
集
』
室
町
中
期
写
本
（
上
中
下
三
巻
合
一
冊
）
は
、
川
瀬
一
馬
が
所
持
し
て
い

た
際
に
、
題
箋
を
記
載
す
る
の
だ
が
、
書
名
「
撮
壤
集
」
の
下
に
割
り
書
き
幅
の
右
傍
ら
に
「
室
町
鈔
本 

棭
齋
【
注
３
】
貞
幹
【
注
４
】
舊
蔵
」
と
所
蔵
者
を
順
に
記
述
し
、
そ
の
下
中
央
に
「
一
馬
題
」
と
墨
書
き

し
た
の
上
に
「
一
馬
」
六
角
の
印
を
捺
印
し
て
い
る
。
川
瀬
一
馬
は
、
著
書
『
古
辞
書
の
研
究
』
（
増
訂

版
、
雄
松
堂
出
版
刊
）
第
六
節
「
撮
壤
集
」（
六
七
一
頁
か
ら
六
八
二
頁
）
に
取
り
上
げ
て
い
て
、
書
名
を

『
抱
朴
子
』
の
語
か
ら
用
い
、
編
者
飯
尾
永
祥
に
つ
い
て
、
江
戸
国
学
者
伴
信
友
【
注
５
】
が
『
康
富
記
』

（
嘉
吉
三
年
四
月
三
日
條
）
を
以
て
指
摘
す
る
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。
川
瀬
は
、
本
書
の
編
纂
主
旨
を
「
一

般
士
庶
の
幼
童
に
基
礎
的
な
知
識
教
養
を
附
與
す
べ
き
教
科
書
を
作
成
す
る
に
あ
り
、
從
つ
て
、
本
書
は
通

俗
簡
便
な
る
百
科
事
彙
と
し
て
出
來
上
が
っ
て
を
り
、
こ
れ
に
若
干
、
國
語
辭
書
と
し
て
の
性
質
を
加
味
す

る
に
過
ぎ
な
い
。」（
六
七
五
頁10

行
）
と
位
置
づ
け
て
い
る
。 

【
注
３
】
狩
谷
棭
齋
は
江
戸
時
代
後
期
の
文
献
学
・
考
証
学
者
で
、
『
倭
名
類
聚
抄
箋
注
』（
十
冊
、
京
本
十

巻
本
を
底
本
と
し
諸
本
対
校
し
て
注
解
）
を
著
す
。
狩
谷
棭
齋
の
事
績
に
つ
い
て
は
梅
谷
文
夫
『
狩
谷
棭

齋
』〔
人
物
叢
書
新
装
版205

、
吉
川
弘
文
館
刊
〕
が
あ
り
、
末
尾
に
は
主
要
参
考
文
献
を
所
載
す
る
。



他
に
大
東
急
記
念
文
庫
「
狩
谷
棭
齋
企
画
展
」
川
瀬
一
馬
記
念
講
演
冊
子
が
参
考
に
な
る
。 

【
注
４
】
藤
原
貞
幹
は
江
戸
時
代
中
後
期
の
学
者
・
好
古
家
。
日
本
の
考
古
学
・
文
献
学
・
目
録
学
の
祖
と

も
言
わ
れ
る
。
諱
は
藤
原
貞
幹
（
平
安
前
期
の
同
名
を
避
け
て
「
藤
貞
幹
」
と
呼
称
）。
字
は
子
冬
。
通

称
・
叔
蔵
。
号
は
無
仏
斎
・
蒙
斎
・
瑞
祥
斎
・
好
古
な
ど
。「
好
古
日
録
」
〔
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
〕

に
棭
齋
が
貞
幹
に
贈
呈
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
好
古
小
録
』
で
は
下
総
本
『
和
名
類
聚
抄
』

に
つ
い
て
言
及
。 

【
注
５
】「
伴
信
友
」：『
伴
信
友
研
究
本
居
宣
長
の
流
れ
を
く
む
屈
指
の
日
本
史
学
者
』
川
瀬
一
馬
・
大
鹿

久
義
編
〔
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
刊
〕 

 
 

＊
古
辞
書
『
新
撰
字
鏡
』
詳
本
、『
色
葉
字
類
抄
』、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
新
見
や
浄
藏
法
師
の

傳
等
で
有
名
。 

 
 

＊
信
友
の
交
友
名
簿
（
伴
信
與
氏
寄
贈
）
に
本
書
に
関
連
す
る
京
の
藤
原
貞
幹
、
江
戸
の
狩
谷
棭
齋
の
名

は
見
え
な
い
。 

 
 

＊
川
瀬
一
馬
は
、
信
友
と
棭
齋
の
同
時
代
研
究
者
の
立
場
に
つ
い
て
、
五
島
美
術
館
開
催
「
伴
信
友
企
画

展
」（
昭
和
四
十
四
年
八
月
九
日
）
講
演
録
に
記
載
す
る
。 

 

此
の
『
撮
壤
集
』
室
町
中
期
写
本
が
川
瀬
一
馬
所
蔵
か
ら
山
田
忠
雄
先
生
所
蔵
に
移
行
し
て
い
っ
た
そ
の

経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
山
田
忠
雄
先
生
は
、
髙
橋
情
報
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
（
東
京
都
中
央
区
新

川
）
に
依
頼
し
、
本
書
を
写
真
撮
影
さ
れ
、
印
画
作
成
さ
れ
た
紙
焼
き
本
を
三
宅
ち
ぐ
さ
（
就
実
大
学
元
教

授
）
に
研
究
目
途
と
し
て
譲
渡
し
、
さ
ら
に
此
の
紙
焼
き
本
を
同
じ
古
辞
書
研
究
に
関
わ
っ
て
き
た
ご
縁
か

ら
萩
原
義
雄
自
身
が
三
宅
ち
ぐ
さ
か
ら
譲
り
承
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
経
緯
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
何

よ
り
も
大
切
な
の
で
以
下
に
述
べ
て
お
く
。 

 
 

筆
ま
め
な
山
田
忠
雄
先
生
が
自
宅
近
く
の
郵
便
局
（
荻
窪
）
か
ら
三
宅
ち
ぐ
さ
宛
に
研
究
譲
渡
の
旨
と
し

て
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
八
月
十
七
日
消
印
の
葉
書
き
を
投
函
さ
れ
て
い
る
。
茲
に
は
、「
撮
壤
集
は 

索
引
を
作
る
こ
と
も 

重
要
な 

作
業
で
す
が 

引
用
の 

和
名
抄
の 

本
文
の
此
先
を 

や
っ
て
み
て
は 

如
何
で
し
ょ
う
か 

徹
底
し
て 

行
な
っ
た
者
を 

ま
だ 

見
ま
せ
ん
」
と
お
伝
え
し
て
い
て
、
此
の
葉
書

き
か
ら
既
に
三
十
五
年
の
月
日
が
過
ぎ
去
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
『
撮
壤
集
』
室
町
中
期

写
本
の
所
蔵
者
で
あ
ら
れ
た
山
田
忠
雄
先
生
も
泉
下
さ
れ
、
そ
の
所
蔵
状
況
も
誰
も
知
る
限
り
で
な
い
今
、

再
び
眠
り
に
つ
い
た
休
蔵
写
本
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
悔
や
ま
れ
て
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
編
者

飯
尾
永
祥
の
名
前
と
そ
の
人
物
像
を
記
録
文
書
な
ど
で
そ
の
職
歴
も
具
さ
に
知
り
得
る
点
か
ら
、
室
町
時
代

古
辞
書
の
研
究
視
座
に
あ
っ
て
は
、『
撮
壤
集
』
は
極
め
て
重
要
な
位
置
づ
け
が
で
き
る
と
考
え
る
。 

 
 

な
お
山
田
忠
雄
先
生
は
『
撮
壤
集
』
の
専
論
を
成
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、『
桂
本
佚
名
古
辭
書
』
【
注

６
】
の
解
題
で
は
、『
撮
壤
集
』
の
内
容
を
知
り
得
て
い
て
、
此
れ
に
連
関
す
る
類
本
『
宣
賢
卿
字
書
』『
北



野
神
社
本
初
心
要
抄
』『
伊
呂
波
集
略
本
』
な
ど
と
共
に
、
此
の
佚
名
古
辞
書
所
収
の
語
彙
か
ら
『
撮
壤

集
』
と
の
先
後
関
係
を
見
出
し
て
い
る
。 

【
注
６
】『
桂
本
佚
名
古
辭
書
』〔
昭
和
五
十
四
年
、
勉
誠
社
刊
〕
の
識
語
「
旹
文
亀
貳
天
壬
戌
小
春
七
日
、

生
年
六
十
一
歳
有
木
民
部
丞
」
の
写
本
で
、
山
田
忠
雄
先
生
解
題
で
、
備
後
吉
備
津
宮
祠
官
の
長
で
あ
る

こ
と
を
知
る
。
そ
し
て
、
同
じ
く
標
記
語
（
み
だ
し
漢
字
）
に
付
訓
し
て
い
て
、
な
か
に
は
無
訓
語
も
存

在
し
、
此
れ
を
求
め
て
比
校
す
る
な
か
で
『
撮
壤
集
』
と
の
接
点
を
見
出
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
音
訓

合
符
の
使
い
分
け
、
カ
ナ
付
訓
の
濁
音
表
記
で
云
え
ば
雨
部
「
迎
梅

ゲ
イ
バ
イ

雨
三
四
月
也

」
天
象
、
風
雨
部
の
上
巻
部

に
つ
い
て
は
佚
す
る
が
、
中
巻
下
巻
に
排
列
す
る
藥
種
類
と
四
十
四
藥
種
の
語
例
で
比
校
が
出
来
、
例
え

ば
「
附
子

ブ

シ

」
と
「
附
子

フ

シ

」
で
あ
っ
て
、
清
濁
の
相
異
が
得
ら
れ
る
。
此
れ
に
対
し
、
紙
類
と
四
十
紙
之
類

の
「
卦
堺
同
界
同
字 

軸 チ
ク

」
と
「
軸 チ

ク 

堺 ケ

」
は
逆
位
だ
が
近
い
と
い
う
状
況
化
で
そ
の
表
れ
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
る
。
此
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
で
改
め
て
解
析
す
る
こ
と
に
す
る
。 

  

室
町
時
代
古
辞
書
の
一
本
と
し
て
貴
重
な
内
容
を
包
含
す
る
の
に
、
実
在
内
容
が
停
滞
す
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
い
け
な
い
。
と
は
云
え
ど
、
此
の
紙
焼
き
本
を
元
に
事
物
語
彙
の
研
究
が
脈
々
と
続
け
ら
れ
、
現
在
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
世
に
送
り
出
す
絶
好
の
気
運
が
廻
っ
て
き
て
い
る
。
山
田
忠
雄
先
生
か
ら
紙
焼
き
本

を
譲
り
承
け
た
三
宅
ち
ぐ
さ
は
『
撮
壤
集
』
の
全
文
デ
ー
タ
を
作
成
し
、『
和
名
類
聚
抄
』『
下
学
集
』
と
の

比
較
研
究
を
進
め
た
【
注
７
】。
二
〇
二
四
年
に
三
宅
ち
ぐ
さ
か
ら
紙
焼
き
本
と
全
文
デ
ー
タ
を
譲
り
承
け

た
萩
原
は
、
紙
焼
き
本
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
作
成
し
、
全
文
デ
ー
タ
の
補
訂
を
行
い
、
高
田
智
和
の
協
力
を

得
て
デ
ジ
タ
ル
画
像
と
全
文
デ
ー
タ
の
公
開
を
準
備
し
て
い
る
。 

【
注
７
】
三
宅
ち
ぐ
さ
「
「
撮
壤
集
」
と
「
和
名
類
聚
抄
」
」（
『
就
実
語
文
』
一
二
、
一
九
九
一
年
）、
三
宅

ち
ぐ
さ
「「
撮
壤
集
」
と
「
和
名
類
聚
抄
」（
２
）」（
『
就
実
語
文
』
一
五
、
一
九
九
四
年
）
、
三
宅
ち
ぐ
さ

「「
撮
壤
集
」
と
「
下
学
集
」」（
『
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
国
文
学
科
創
設
三
十
周
年
記
念
論
文
集 

言

語
・
文
学
・
文
化
』、
和
泉
書
院
、
一
九
九
八
年
） 

 
 

萩
原
自
身
、
此
所
数
十
年
来
「『
和
名
類
聚
抄
』
か
ら
『
倭
名
類
聚
鈔
箋
注
』
へ
」【
注
８
】
を
主
軸
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
此
の
二
重
構
造
の
複
虹
の
色
合
い
な
ら
ぬ
各
々
が
語
収
載
の
特
色
（
⑴
漢
語
に
よ
る
標
記

語
）、
⑵
注
記
➊
引
用
書
名
。
❷
に
注
記
文
、
❸
割
注
：
①
「
字
音
」
表
記
、
乃
至
「
反
切
」
表
記
、
②

「
和
名
（
記
載
の
有
無
）
あ
り
」、
③
万
葉
仮
名
で
の
表
記
、
④
意
義
注
記
、
⑤
「
一
名
」
・「
一
云
」、
③
万

葉
仮
名
表
記
と
④
意
義
注
の
繰
り
返
し
。
の
二
重
乃
至
三
重
の
記
載
を
見
て
行
く
こ
と
で
、
カ
ナ
訓
み
は
室

町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
へ
継
承
書
写
さ
れ
て
い
く
と
い
う
時
代
の
流
れ
の
な
か
で
増
大
し
て
い
く
の
だ
が
、

此
の
『
撮
壤
集
』
が
編
ま
れ
る
う
え
で
、
編
者
飯
尾
永
祥
が
施
す
に
用
い
た
『
和
名
類
集
抄
』
の
古
写
本
が

十
巻
本
系
に
あ
り
【
注
９
】、
そ
の
経
跡
を
知
る
意
味
で
重
要
な
文
献
資
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
得



て
き
た
点
に
尽
き
る
。 

【
注
８
】
萩
原
義
雄
「『
和
名
類
聚
抄
』
か
ら
『
倭
名
類
聚
鈔
箋
注
』
へ―

語
解
析
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
を

め
ざ
し
て―

」〔
研
究
集
会
「
古
辞
書
・
漢
字
音
研
究
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
２
０
２
２
」
二
〇
二
三
年
三
月

四
日
講
演
〕
を
正
編
、
萩
原
義
雄
「
続
『
和
名
類
聚
抄
』
か
ら
『
倭
名
類
聚
鈔
箋
注
』
へ
」〔
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
字
典
・
詞
典
の
研
究―

回
顧
と
展
望―

」
二
〇
二
四
年
九
月
十
六
日
講
演
〕
を
続
編
と
す
る
。 

【
注
９
】
十
巻
本
系
『
和
名
類
聚
抄
』
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
中
田
祝
夫
編
「
中
世
古
辞
書
四
種
解
題
」

〔『
中
世
古
辞
書
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
風
間
書
房
刊
〕
に
詳
し

い
。 

 

た
と
え
ば
、
本
書
に
所
載
す
る
風
雨
部
の
「
虹
」
を
見
る
に
、 

○
虹
蜺 

 
 
    

丶
螮
蝀

ニ

シ

タ
イ
ト
ウ  

螮
音
帝 タ

イ

、
蝀
音
董 ト

ウ

、
見
和
名―

―
（
螮
蝀
）
虹
註 

 
 

〔
上
７
オ
１
・
２
〕 

 
 
      

螮
蝀

ニ

シ

タ
イ
ト
ウ  

螮
音
帝 タ

イ

、
蝀
音
董 ト

ウ

見
／
和
名―

―

（
螮
蝀
）
虹
註  

〔
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
（
群
書
類
従
）
写
〕 

 
 
      

螮
蝀

ニ

シ  

螮
音
帝
、
蝀
音
董
見
和
名―

―

（
螮
蝀
）
虹
註 

〔
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
鷹
司
家
旧
蔵
本
〕 

 
 
    

＊
三
本
の
写
本
を
茲
に
並
べ
て
見
た
が
、
山
田
忠
雄
所
蔵
資
料
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。 

 
 

『
和
名
類
聚
抄
』
十
巻
本
系 

天
文
本
・
第
一
冊
三
ウ
（
二
八
）
１
・
２ 

虹 

毛
詩
注
云
螮-

蝀

タ
イ
ト
ウ  

帝
董
ノ

二
音
／
和
名
尒
之 

𠔥
名
苑
云
蜺 

五
稽
ノ

音
／
反
又
／ 

 
 

 
 

五
結
五
繫 ケ

イ
ノ

反
今
案
ニ
ハ

雄
ヲ

曰
レ

虹
ト

雌
ヲ

曰
レ

蜺
也 

〔
天
文
本
・
第
一
冊
三
ウ
（
二
八
）
１
・
２
〕

と
し
て
い
て
、
天
文
本
の
「
螮
蝀
」
に
『
撮
壤
集
』
右
訓
表
記
「
タ
イ
ト
ウ
」
の
カ
ナ
字
音
表
記
が
見
え
て

い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
そ
の
カ
ナ
訓
付
け
の
元
資
料
と
し
て
見
て
い
く
こ
と
が
可
能
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。 

と
は
い
え
、 

 
 
  

○
雨 



 
 
    

丶
霡
𩂯

コ

サ

メ  

和
名─

─
 
 

〔
上
６
オ
５
〕 

 
 
      

霡
𩂯

コ

サ

メ  

和
名
／─

─
 

〔
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
（
群
書
類
従
）
写
六
オ
７
〕 

 
 
      

霡
𩂯

コ

サ

メ  

和
名─

 
 
 

〔
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
鷹
司
家
旧
蔵
本1

1

・
５
〕 

 
 
 

『
和
名
類
聚
抄
』
十
巻
本
系 
天
文
本
・
第
一
冊
三
ウ
（
二
八
）
４ 

 
 
  

霡
𩂯
シ
ヤ
ク
ホ
ク  

𠔥
名
苑
云
一
名
二

細
雨
一 

小
雨
也─

─

麦 ハ
ク

木
二
音
和
名
古
散
女 

 
     

 
      

   
                 

左
傍
字
音
「
シ
ヤ
ク
ホ
ク
」
の
付
訓
に
つ
い
て
は
、『
和
名
類
聚
抄
』
諸
本
に
あ
っ
て
も
天
文
本
（
東
大

本
）
の
み
に
過
ぎ
ず
、
字
音
表
記
も
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
と
同
音
「
バ
ク
ボ
ク
」
を
以
て
記
載
す
る
。

さ
ら
に
、『
撮
壤
集
』
諸
写
本
に
あ
っ
て
も
一
切
見
え
な
い
。
編
者
飯
尾
永
祥
が
引
用
し
た
『
和
名
類
聚

抄
』
も
こ
う
し
た
付
訓
未
記
載
の
写
本
で
あ
っ
た
こ
と
み
る
が
妥
当
だ
ろ
う
。
と
は
言
え
、
両
語
に
は
拠
り

所
と
し
た
「
和
名
」
の
語
が
所
載
さ
れ
て
い
る
。
飯
尾
永
祥
が
必
要
と
し
た
の
が
漢
語
名
で
の
表
記
と
此
れ

に
付
随
す
る
注
記
文
に
つ
い
て
、
本
邦
古
辞
書
で
あ
る
『
和
名
類
聚
抄
』
を
基
軸
に
し
た
和
語
と
そ
の
典
拠

資
料
を
用
意
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
云
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
注
記
文
だ
け

を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。 

 
 

『
撮
壤
集
』
の
「
和
名
類
聚
」「
和
名―

―

」「
和
名―

」「
和
名
」
の
語
数
は
、
「
和
名
類
聚
」
七
、
「
和

名―
―

」
四
八
四
、「
和
名―

」
一
，「
和
名
」
八
二
で
あ
る
。「
和
名
類
聚
」
七
例
は
次
の
通
り
。 

 
 

⑴
陽
烏

ヤ

ウ

ウ 
 

和
名
類
聚 

 

〔
天
象
部
日
・
上
４
オ
８
〕  

 
 

⑵
弦 ケ

ン

月
ユ
ミ
ハ
リ
ツ
キ 

和
名
類
聚
／
上
ー
下
像
通
）
月
ー 

〔
天
象
部
月
・
上
４
ウ
４
〕  

 
 

⑶
鬘 マ

ン 

和
名
類
聚 

〔
衆
色
類
（
附
数
并
假
荘
）
假
荘
類
・
上3

1

オ
３
〕  

 
 

⑷

埴
ハ
子
ツ
チ 

和
名
類
聚 

〔
地
儀
部
土
地
・
中34

オ
４
〕  

 
 

⑸
埋

ウ
ツ
ム 

此
二
字
注
牓
示
也
和
名
／
類
聚
出
文
書
類
中 

〔
地
儀
部
田
畠
・
中34

ウ
６
〕  

 
 

⑹
樢
布

カ

チ

メ 

未
滑
海
藻
詳
和
名
類
聚
海
藻
注
／
樢
字
蔦
同
匀
會 

〔
地
儀
部
海
藻
類
・
中36

ウ
８
〕 



 
 

⑺
沓 ク

ツ 

和
名
類
聚
履
註
云
用
鞜
字
音
沓
鞜
／
革
履
也
沓
也
貪
也
匀
會 

〔
衣
服
部
衣
類
・
下87

オ
３
〕  

 
 

⑴
⑶
⑷
は
、
典
拠
名
「
和
名
類
聚
」
だ
け
で
、
注
文
は
未
記
載
と
す
る
。
な
の
で
、
⑵
⑸
⑹
⑺
の
四
語
だ

け
が
『
和
名
類
聚
抄
』
注
記
に
従
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
依
っ
て
「
和
名―

―

」
「
和
名―

」「
和
名
」
の

注
記
語
例
も
必
定
な
数
値
と
な
る
。
そ
の
う
え
で
、
総
数
五
七
四
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 
 

ま
た
、
逆
に
注
記
が
あ
り
つ
つ
も
「
和
名
」
の
典
拠
名
を
冠
尾
し
な
い
標
記
語
が
幾
つ
か
存
在
す
る
こ
と

に
つ
い
て
も
着
目
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
逆
に
、
所
載
標
記
語
が
無
訓
で
あ
っ
た
り
、
全
く
注
記
を
し
な
い
語

が
存
在
す
る
点
に
も
目
を
配
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。 

 
 

其
の
意
味
で
、『
撮
壤
集
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
開
発
に
努
め
た
三
宅
ち
ぐ
さ
（
就
実
女
子
大
学
元
教
授
）

の
研
究
成
果
に
よ
る
本
書
『
撮
壤
集
』
デ
ー
タ
と
紙
焼
き
影
印
資
料
（
筆
写
所
蔵
）
を
併
わ
せ
て
の
今
回
の

学
界
公
開
（
国
研
）
注
９
は
、
実
に
日
本
語
学
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
記
録
や
人
物
像
、
事
物
を
知
る

諸
氏
研
究
者
に
と
っ
て
も
近
代
語
（
＝
室
町
時
代
語
）
を
知
り
、
利
用
し
て
い
く
た
め
に
も
不
可
欠
な
も
の

に
な
っ
て
き
て
い
る
。 

 

二
、『
撮
壤
集
』
の
部
類
項
目 

 

『
撮
壤
集
』
の
部
類
項
目
（
上
中
下
巻
の
目
録
に
よ
る
）
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

上
巻 

⑴
天
象
部
（
①
天
②
日
③
月
④
星
⑤
北
斗
⑥
七
星
⑧
九
曜
⑨
二
十
八
宿
）
。 

⑵
風
雨
部
（
⑩
風
⑪
雨
⑫
雪
⑬
雲
⑭
雷
⑮
電
⑯
虹
蜺
）。 

⑶
佛
部
（
⑰
佛
名
⑱
菩
薩
⑲
五
代
尊
⑳
十
六
羅
漢
㉑
十
二
天
㉒
十
六
善
神
）
。 

⑷
神
部
（
㉓
天
神
七
代
㉔
地
神
五
代
㉕
上
七
社
㉖
中
七
社
㉗
下
七
社
㉘
諸
社
㉙
祭
祀
具
附
道
祖
神
類

）。 

⑸
祈
禱
部
（
㉚
許
法
㉛
山
門
四
ケ
大
法
㉜
東
寺
大
法
㉝
三
井
大
法
㉞
外
典
陰
陽

）
。 

⑹
寺
院
部
（
㉟
五
山
京
師
関
東

㊱
十
刹
京
師
諸
國
及
甲
刹

㊲
尼
寺
㊳
禅
家
許
堂
㊴
律
家
㊵
四
ヶ
大
寺
㊶
七
大
寺
㊷

許
寺
㊸
七
佛
藥
師
㊹
三
十
三
所
観
音
洛
中
洛
外

㊺
三
十
三
所
巡
礼
）。 

⑺
諸
宗
部
（
㊻
禅
宗
㊼
行
事
禅
家

㊽
佛
事
禅
家

㊾
荼
毘
禅
家

㊿
器
用
附
導
具51

諸
宗
法
事
）。 

⑻
四
〓
〔
日
＋
之
〕
部
（52

時
節
附
支
干53

十
二
月
異
名54

花
鳥
）
。 

⑼
年
中
行
事
部
。（55

正
月56

二
月57

三
月58

四
月59

五
月6

0

六
月61

七
月62

八
月63

九
月

64

十
月65

十
一
月66

十
二
月
） 



⑽
衆
色
類 部

（67

衆
色
名68

筭
数
類69

假
莊
類
）。 

中
巻 

⑴
地
儀
部
（
①
土
地
②
田
畠
③
山
類
④
水
邊
⑤
海
部
⑥
舩
部
⑦
海
藻
）。 

⑵
漁
猟
魚
部
（
⑧
魚
名
⑨
貝
類
） 

⑵
漁
猟
鳥
部
（
⑩
鳥
名
⑪
鷹
部
⑫
鳥
體
） 

⑵
漁
猟
獣
部
（
⑬
獣
名
⑭
牛
類
） 

⑵
漁
猟
蟲
部
（
⑮
蟲
名
⑯
異
名
） 

⑶
草
木
部
（
⑰
草
類
⑱
花
部
⑲
木
類
⑳
竹
部
） 

⑷
五
穀
部
（
㉑
稲
穀
類
附
雜
穀

㉒
農
作
附
農
器

） 

⑸
乗
物
部
附
馬
鞍 

 

⑹
車
部  

⑺
輿
部
（
㉓
馬
類
附
牧

） 
⑻
鞍
部 

⑼
燈
燭
部
（
㉔
灯
火
類
附
炭

） 

⑽
金
玉
部
（
㉕
金
銀
㉖
珠
玉
） 

⑾
京
洛
附
行
旅

。
⑿
宮
闕
部 

⒀
京
城
部 

⒁
洛
中
條
里 

⒂
行
旅
部 

⒃
術
藝
部
附
諸
藝
具 

⒄
諸
道
部
（
㉗
番
匠
具
足
㉘
鍛
冶
具
足
㉙
鋳
師
具
足
） 

⒅
紙
部 

⒆
家
屋
部
（
㉚
屋
具
類
） 

⒇
材
木
部 
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家
具
部
（
㉛
飾
具
） 

下
巻 

⑴
人
倫
部
（
①
人
部
②
支
體
③
臓
腑
④
病
疾
）。 

⑵
醫
書
部
（
⑤
醫
經
⑥
醫
方
⑦
薬
種
⑧
合
薬
）。 

⑶
官
位
部
（
⑨
官
名
附
唐
名

⑩
位
階
附
唐
名

⑪
聖
道
官
）。 

⑷
武
職
（
⑫
武
職
名

⑬
武
具
⑭
太
刀
⑮
刀
具
⑯
釼
類
⑰
弓
部
⑱
矢
部
⑲
武
略
）。 

⑸
樂
目
録
附
楽
器

（
⑳
壹
越
調
㉑
沙
陀
調
㉒
平
調
㉓
性
調
㉔
大
食
調
㉕
乞
食
調
㉖
雙
調
㉗
黄
鐘
調
㉘
水
調

㉙
盤
渉
調
㉚
高
麗
㉛
伯
平
調
曲
㉜
狗
雙
調
曲
㉝
廿
八
調
㉞
催
馬
樂
㉟
神
楽
㊱
楽
器
）
。 

⑹
衣
服
部
（
㊲
衣
類
附
冠
帽
織
物

）。 

⑺
經
論
部
（
㊳
經
㊴
諸
大
乘
律
㊵
五
部
大
乘
經
㊶
許
大
乘
論
㊷
諸
小
乘
論
㊸
三
藏
教
㊹
四
教
㊺
五
時     



㊻
禅
録
㊼
頌
） 

⑻
本
書
部
（
㊽
書
籍
名
㊾
道
書
㊿
詩
集51

聯
句
） 

⑼
歌
道
部
（52

集
名
附
歌
体53

連
歌
）。 

⑽
遊
楽
部
（54
遊
楽
附
遊
楽
具

）。 

⑾
飲
食
部
（55

食
物56

羹
類57

點
心58

菜
類59

異
説6

0

茶
子61

酒
類6

2

茶
類
）。 

⑿
香
部
（63

香
名64

合
香
） 

⒀
繪
部 

⒁
畫
師
名 

⒂
八
景
名 

目
録
部
立
か
ら
見
て
も
判
る
よ
う
に
、
室
町
時
代
の
文
化
を
表
象
と
す
る
言
語
語
彙
が
そ
の
半
数
以
上
の
部

立
部
類
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
て
、
画
期
的
な
こ
と
ば
の
簡
素
化
と
濃
密
化
の
要
素
を
備
え
た
辞
書
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。 

 
 

そ
の
一
端
と
し
て
例
え
ば
、
室
町
時
代
成
立
の
古
辞
書
『
下
學
集
』
や
『
節
用
集
』
に
は
設
定
を
見
な
か

っ
た
上
巻
⑺
諸
宗
部
（
㊻
禅
宗
㊼
行
事
禅
家

㊽
佛
事
禅
家

㊾
荼
毘
禅
家

㊿
器
用
附
導
具51

諸
宗
法
事
）
な
ど
の
収
載

語
の
な
か
に
は
、
こ
れ
ま
た
特
殊
性
を
帯
び
た
語
例
が
数
多
く
収
め
ら
れ
て
い
て
、
此
れ
に
傍
訓
を
添
え
て

特
殊
な
訓
み
を
具
さ
に
知
る
手
が
か
り
と
も
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
現
代
の
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
所
載

の
語
用
例
の
な
か
に
如
実
に
表
象
す
る
語
例
を
以
て
示
す
と
、 

〇
「
鎖
龕

ソ

カ

ン

」〔
一
九
オ
２
〕･･･

『
日
国
』〔
名
〕
仏
語
。
遺
骸
を
納
め
て
棺
の
蓋
を
閉
じ
る
こ
と
。
さ

が
ん
。
＊
太
平
記
〔
一
四
Ｃ
後
〕
三
三
・
将
軍
御
逝
去
事
「
中
一
日
有
て
、
衣
笠
山
の
麓
、
等
持
院
に

葬
し
奉
る
。
鎖
龕

ソ

ガ

ン

は
天
龍
寺
の
龍
山
和
尚
、
起
龕

キ

ガ

ン

は
南
禅
寺
の
平
田
和
尚
」
＊
撮
壌
集
〔
一
四
五
四

（
享
徳
三
）〕「
鎖
龕 

ソ
カ
ン
」
＊
運
歩
色
葉
集
〔
一
五
四
八
（
天
文
一
七
）〕「
鎖
龕 

ソ
ガ
ン
」 

〇
「
起
龕

キ

カ

ン

」〔
一
九
オ
２
〕･･･

『
日
国
』〔
名
〕（「
龕
」
は
棺
の
意
）
仏
語
。
荼
毘

だ

び

に
付
す
た
め
に
棺

を
送
り
出
す
こ
と
。
禅
宗
で
用
い
る
。
＊
空
華
日
用
工
夫
略
集-

永
徳
二
年
〔
一
三
八
二
（
弘
和
二/

永

徳
二
）〕
六
月
一
五
日
「
起
龕
蘭
州
」
＊
太
平
記
〔
一
四
Ｃ
後
〕
三
三
・
将
軍
逝
去
事
「
起
龕

キ

ガ

ン

は
南
禅

寺
の
平
田
和
尚
」
＊
尺
素
往
来
〔
一
四
三
九
（
永
享
一
一
）
～
六
四
〕「
葬
礼
荼
毘
之
儀
式
者
。〈
略
〉

鎖
龕
。
起
龕
。
點
茶
」
＊
談
義
本
・
教
訓
続
下
手
談
義
〔
一
七
五
三
（
宝
暦
三
）〕
四
・
三
囲
通
夜
物

語
「
焼
香
の
和
尚
、
諷
経

フ

ギ

ン

の
東
学
〈
略
〉
起
龕

キ

ガ

ン

・
鎖
龕
〈
略
〉
な
ど
役
々
を
つ
く
し
」
＊
金
閣
寺
〔
一

九
五
六
（
昭
和
三
一
）〕〈
三
島
由
紀
夫
〉
二
「
起
龕

キ

ガ

ン

の
読
経
が
は
じ
ま
り
」 

こ
の
意
味
か
ら
も
、
じ
っ
く
り
、
上
巻
⑶
佛
部
⑷
神
部
⑸
祈
禱
部
⑹
寺
院
部
⑺
諸
宗
部
と
、
下
巻
⑵
醫
書
部



⑸
樂
目
録
附
楽
器

⑺
經
論
部
⑻
本
書
部
⑿
香
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
語
群
に
も
向
き
あ
っ
て
い
く
こ
と
に
も
な

ろ
う
。 

 

此
の
『
撮
壤
集
』
に
一
早
く
気
付
い
た
の
が
江
戸
時
代
の
契
冲
【
注
１
０
】、
そ
の
門
下
の
海
北
若
冲
編

『
倭
訓
類
林
』
七
巻
【
注
１
１
】
と
な
る
。
そ
の
影
響
を
承
け
た
谷
川
士
清
『
倭
訓
栞
』
編
纂
【
注
１
２
】

に
拡
張
し
て
い
く
。
増
補
語
林
『
倭
訓
栞
』
【
注
１
３
】
末
尾
に
は
本
書
の
活
字
化
本
文
が
士
清
の
近
き
に

あ
っ
た
木
村
正
路
の
手
に
依
っ
て
転
載
さ
れ
て
い
て
、
士
清
が
常
に
傍
ら
に
本
書
を
置
い
て
編
む
和
語
集
の

き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
っ
て
い
た
こ
と
示
唆
す
る
も
の
と
見
て
い
た
後
人
研
究
者
の
示
唆
と
見
る
。 

 
 

さ
ら
に
、『
撮
壤
集
』
が
多
く
の
学
者
の
目
に
と
ま
る
も
の
と
な
っ
た
の
が
、
中
田
祝
夫
・
根
上
剛
士
著

『
中
世
古
辞
書
四
種
研
究
並
び
に
總
合
索
引
』
影
印
編
〔
風
間
書
房
刊
〕
に
よ
る
四
種
辞
書
（
撮
壤
集
・
頓

要
集
・
温
故
知
新
書
・
運
歩
色
葉
集
）
で
、
本
書
の
索
引
カ
ー
ド
作
業
に
は
野
沢
勝
夫
が
関
わ
り
、
そ
の
覚

書
き
を
元
に
中
田
祝
夫
に
よ
る
解
題
【
注
１
４
】
が
な
さ
れ
て
い
る
。
影
印
資
料
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

（
鷹
司
宮
本
旧
蔵
）
の
写
本
〔
図
書
番
号34523

-
3-350 

5

〕
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

【
注
１
０
】
契
冲
は
、『
万
葉
代
匠
記
』（
契
冲
全
集
第
一
巻
、
岩
波
書
店
刊
）
に
、
源
順
『
和
名
類
聚
抄
』

を
「
和
名
集
」
と
呼
称
し
て
斯
く
記
述
し
て
い
る
。 

此
度
和
名
集
ヲ
初
メ
テ
日
本
紀
ヨ
リ
菅
家
萬
葉
集
マ
テ
ノ
假
名
ヲ
考
ヘ
見
ル
ニ
、
皆
一
同
ニ
シ
テ
此
集

ト
叶
ヘ
リ
。
又
行
成
卿
ナ
ト
ノ
此
マ
テ
ノ
假
名
ヲ
見
ル
ニ
、
此
集
ニ
違
ハ
ネ
ハ
ソ
ノ
後
漸
〻
ニ
誤
レ
ル

欤
〔（
四
〇
ウ
）
一
八
五
頁
〕 

 

此
に
は
、
仮
名
遣
い
の
基
底
が
「
万
葉
仮
名
」
表
記
を
規
範
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
て
、
江
戸
時
代
の

国
学
者
か
ら
は
必
ず
し
も
「
契
冲
仮
名
遣
い
」
は
受
け
容
れ
ら
れ
た
も
の
と
は
云
え
な
い
の
だ
が
、
賀
茂

真
淵
に
支
持
さ
れ
、
明
治
期
の
「
歴
史
的
仮
名
遣
い
」
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

仮
名
遣
い
の
観
点
か
ら
も
、『
撮
壤
集
』
に
於
け
る
仮
名
遣
い
の
様
相
に
つ
い
て
も
見
据
え
て
お
く
こ
と

が
肝
要
か
と
思
わ
れ
る
。 

【
注
１
１
】『
倭
訓
類
林
』〔
日
本
古
典
全
集
上
下
二
冊
〕
に
は
『
和
名
抄
』
か
ら
の
引
用
は
必
ず
し
も
多
く

は
な
い
が
、
例
え
ば
①
「
霡
霂(

コ
サ
メ)

［
和
名
鈔
己
左
女
霡
霂
小
雨
也
］」〔
下
三
八
六
頁
２
〕。
②

「
安
曇(

ア
ツ
ミ)

［
同
紀
安
圖
美
姐
也
又
和
名
安
都
之
信
濃
国
名
安
或
作
間
］」〔
安
部
四
〇
四
頁
２
〕。

③
「
明
星(

ア
カ
ホ
シ)

［
和
名
抄
安
保
之
］」。
④
「
霤(

ア
マ
タ
リ)

［
同
（
和
名
抄
）
安
万
之
太
利―

ハ

屋
ノ
簷
ノ
前
雨
流
下
也
云
々
］」〔
安
部
四
二
三
頁
２
〕
な
ど
を
見
る
こ
と
に
な
る
。 

【
注
１
２
】『
倭
訓
栞
』〔
自
筆
写
本
（
津
市
博
物
館
蔵
）
影
印
、
三
澤
薫
生
解
題
、
勉
誠
社
刊
〕
が
あ
り
、

そ
れ
以
前
に
名
著
刊
行
会
か
ら
発
刊
さ
れ
た
活
字
本
上
中
下
と
後
編
（
版
本
影
印
）
一
冊
、
計
四
冊
が
研

究
対
象
と
さ
れ
き
て
い
た
。
近
年
、
三
澤
薫
生
、
小
野
春
菜
に
よ
る
原
自
筆
本
、
組
入
本
、
清
逸
本
、
整

版
本
を
取
り
巻
く
諸
写
本
系
統
の
流
れ
を
視
座
と
し
た
詳
細
な
報
告
が
発
表
さ
れ
て
き
て
い
る
。 

【
注
１
３
】
増
補
語
林
『
倭
訓
栞
』
内
題
：
伴
信
友
補
閲
和
訓
栞
。
上
中
下  

洞
津 

谷
川
士
清
纂
〔
名
著



刊
行
会
刊
〕
で
、
下
冊
に
附
録
『
撮
壤
集
』〔
一
～
四
十
四
頁
〕
活
字
化
が
な
さ
れ
た
資
料
と
な
っ
て
い

る
が
、
今
回
紹
介
す
る
『
撮
壤
集
』
室
町
写
本
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
た
め
、
内
容
に
異
動
が
生
じ
る
。 

【
注
１
４
】
中
田
祝
夫
・
根
上
剛
士
著
『
中
世
古
辞
書
四
種
研
究
並
び
に
總
合
索
引
』
影
印
編
〔
風
間
書
房

刊
〕
の
解
題
が
詳
細
に
書
名
、
著
者
、
本
文
内
容
に
つ
い
て
最
初
に
解
題
記
述
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。 

  

デ
ジ
タ
ル
画
像
と
全
文
デ
ー
タ
と
の
併
用
が
此
れ
か
ら
の
研
究
者
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
萩
原
自
身
が
知
ろ
う
と
し
た
『
和
名
類
聚
抄
』
の
継
承
受
容
の
実
態
把
握
の
研
究
も
進
展
し
て
い
く
と

考
え
て
き
て
い
る
。
此
れ
を
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
、
所
蔵
且
つ
活
用
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
藤
原
貞
幹
、
そ
し

て
、
何
等
か
の
今
で
云
う
こ
と
ば
情
報
の
交
流
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
江
戸
時
代
の
知
識
人
、
博
学
者
な
ど

の
人
た
ち
と
そ
の
一
人
と
し
て
狩
谷
棭
齋
自
身
が
辿
り
着
い
た
。 

江
戸
時
代
最
後
の
旧
蔵
者
の
一
人
で
あ

っ
た
棭
齋
自
身
は
、
標
記
語
「
虹
蜺
」
に
於
い
て
、「
撮
壤
集
引
合
」
と
さ
り
気
な
く
自
著
『
倭
名
類
聚
鈔

箋
注
』
の
語
注
記
に
記
載
し
て
い
た
り
す
る
。 

 
 

最
後
に
、
本
研
究
、
本
作
成
デ
ー
タ
の
礎
を
く
だ
さ
っ
た
山
田
忠
雄
先
生
、
そ
れ
を
承
け
て
研
究
に
邁
進

さ
れ
続
け
て
き
た
三
宅
ち
ぐ
さ
さ
ん
が
快
く
デ
ー
タ
・
資
料
を
萩
原
に
ご
提
供
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、

デ
ジ
タ
ル
画
像
と
全
文
デ
ー
タ
を
公
開
す
る
機
会
が
訪
れ
た
こ
と
は
、
古
辞
書
研
究
の
一
員
と
し
て
喜
ば
し

い
限
り
で
あ
る
。 

（
以
上
、
萩
原
義
雄
） 

 

三
、『
撮
壤
集
』
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

 

『
撮
壤
集
』
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
底
本
は
、
室
町
中
期
写
本
の
紙
焼
き
本
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
あ
る
。

項
目
は
、
三
宅
ち
ぐ
さ
先
生
の
初
期
設
計
に
し
た
が
い
、
①
連
番
、
②
語
形
。
③
掲
出
語
、
④
注
記
等
、
⑤

部
類
名
（
目
録
）、
⑥
部
類
名
（
本
文
）、
⑦
巻
、
⑧
丁
、
⑨
行
、
⑩
大
漢
和
の
一
〇
項
目
で
あ
る
。
①
～
⑨

は
萩
原
が
校
正
を
行
い
、
特
に
⑩
大
漢
和
は
萩
原
に
よ
り
掲
出
語
の
漢
字
に
つ
い
て
『
大
漢
和
辞
典
』
の
文

字
番
号
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
日
中
、
国
立
国
語
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
日
本
語
学
史
研
究
用
テ

キ
ス
ト
デ
ー
タ
集
、https://www2.ninjal.ac.jp/textdb_

dat
as
et/

）
に
お
い
て
、
の
紙
焼
き
本
の

デ
ジ
タ
ル
画
像
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
と
と
も
に
、『
撮
壤
集
』
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
エ
ク
セ
ル
形
式
と 

Ｔ
Ｓ
Ｖ
形

式
）
を
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。 

（
以
上
、
高
田
智
和
） 


